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　「和歌山大学にいながらにして、海外の観光教育先進大
学による講義の受講」を可能にすることを目的として観光学
部遠隔教育が開始された。様 な々分野において、既に遠隔
授業の取り組みがなされているが、本学観光学部では、遠隔
授業という授業形態を活用することにより、グローバルな視点
から、ハワイの観光開発の多くの事例を通じて、観光の理論
と実践を幅広く学ぶことを目指している。このことは、単にハ
ワイの事例を学ぶことに留まらないことは言うまでもない。英
語という外国語をツールとして、海外の観光学を学ぶことに、
もう一つの重要な意味が包含されている。
　海外から日本を訪れるインバウンドの観光客数増加を図る
戦略として観光庁が掲げる「憧れの地・日本」のイメー ジを
構築する上で、日本の魅力を外国人に効果的に伝達する方
法の確立は不可欠である。その際のツールとして外国語、
特に英語の運用能力が必要になるが、さらには、外国語によ
る遠隔授業の中で生じる文化的背景知識に由る差異である
ところの、	
（以下、ギャップと呼ぶ）を認識する
点に、意味がある。つまり、異文化間の交流においては、言
語上の表層的な理解に終わることなく、真の理解にいたる為
に文化的背景の異なりを踏まえなければならないことの必要
性を学ぶのである。このことは間接的にではあるが、我国が
掲げる「観光立国」の実現に不可欠な「文化の違いを超え
日本固有の魅力を外国人に伝達する」方法や手法の開発に
つながるものと考える。
　本稿の目的は、主として次の二点である。第一に、観光
学部初の取り組みであった「ハワイの観光開発」について詳
述し、その記録を残すことにある。加えて、そのことから見出
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和歌山大学観光学部遠隔教育「ハワイの観光開発」の
事例に基づく研究
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される課題を検討することである。具体的には、講座の内容
はもちろんのこと、遠隔授業に不可欠なを活用した講義
スタイルと技術的な点についても取り上げ、その課題を検討
する。次に、授業者と受講者の両者の立場からの評価を取り
上げ、本授業を通して、受講者がどのような成果をあげたの
か、あるいはどのような困難を感じていたのかを検討する。
以上のことは、次年度も開設予定である本授業を一層充実さ
せることを目的としているが、長期的な展望の下、本学観光
学部において段階的に導入が進められるだろう英語による遠
隔授業の開発に具体的に資するものであると考える。
　二点目に、文化的背景知識の異なりによって、実際に生じ
たギャップの例のいくつかを取り上げ、それを授業者と学習
者の双方が認識することの重要性を明らかにすることで、グ
ローバルな視点から、日本の魅力を外国人に効果的に伝達
することができる方法や手法を身につけた人材の育成に通じ
る、観光教育の新たな側面を検討する。
　さらには、「観光立国」の推進に観光庁が掲げる「憧れの
地・日本」のイメー ジを構築する上でも、文化的背景知識によ
る差異を理解することの重要性を示す。
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　２００８年前期、和歌山大学観光学部において、専門コア科
目の一つとして、「ハワイの観光開発（“	

	

’）」が開設された。これは、ハワイ大学旅行
産業経営学部（：	


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’）のによる授業であ
り、和歌山大学観光学部初の遠隔授業であった。本授業の
開設により、学生達は本学のキャンパスにいながらにして、ハ
ワイ大学で教鞭をとっているの授業を受講することが
可能となったのである。
　「ハワイの観光開発」を開設するにあたり、和歌山大学側に
おいては、東、戸塚、肥田木が、それぞれの経験に基づき、
担当分野を生かして関わることとなった。東は、が本
学の遠隔授業科目を担当するにあたり、和歌山大学側の担
当者となり、シラバスや評価のとりまとめ、そして授業の
進行を担当した。戸塚は、１５年に及ぶ米国在住経験とアメ
リカ合衆国初の女性州政府駐日代表（ハワイ州）という経歴
を持ち、授業においては、英語の逐語的な意味は理解可能
であっても、学生達には読み取ることが困難なことばの真の
意味、及び、の説明の背景にある文化の理解を促進
するために、米国並びにハワイの社会・文化さまざまな分野
における見識と豊かな経験から適宜助言を行った。
肥田木は、の授業データの管理や資料の編集、
による授業を提示するための機器操作全般を担当し、さらに
授業を効果的に学習するための学習支援システム（：
	
		）も管理し、を活用した学
習環境を整えた。
　本授業は、木曜日の３限（１３：１０～１４：４０）の時間帯で開
設された。受講登録者は２回生３４名であったが、実際に履
修した人数は３２名であった。
　本授業の到達目的は二点あり、一点は、「講義内容を通し
て、ハワイの観光開発に関しての幅広い知識を得ること」で
あった。もう一点は、「英語のみで行なわれる講義を通して、
キーワ ドーを拾い上げながら必要な情報を捉える力を養う」こ
とであった。
　授業計画としては、オリエンテーションが１回、それに続く
テレビ会議が１回、による対面授業が３回、そして９
回のによる授業提供が予定され、実行された。以下に、
作成の授業計画を示す。
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　次に授業内容であるが、まず第一回目のオリエンテーショ
ンでは、シラバスを基に到達目標や授業計画を説明した。
本学部の学生達は、海外インタ ンーシップや留学への関心が
高い。その点も踏まえ、キャンパスで、留学さながらにハワイ
大学の観光学部教授の授業が受講できる利点を説明した。
受講者の様子からは、その利点を理解したことが伺われた
が、第一回目の授業の中で、複数の学生から、実際のとこ
ろ、あまり英語を聞きとれない、しゃべれないという不安をか
かえており、最後まで履修することが出来るかどうかが心配
であるという声が聞かれた。そこで、教員らは、英語の聞き
取り方についてのポイントを具体的に示す等、受講者の不安
軽減と前向きに取り組む姿勢を高めることに配慮した。また
による自学自習の反復学習の機会を提供した。
　次に第二回目のテレビ会議では、ハワイ大学のと映
 	


像を通して対面した。による自己紹介で始まった。受
講者は、やや緊張した面持ちであったが、クリアーに発音さ
れるの英語を聞き、概ね理解できているように頷いて
いた。続いて、受講者も全員が自己紹介をした。そのような
最初のとのやり取りを通して、時には笑いが起こり、和
やかな雰囲気となった。その後、本コースについて説明を受
けた。
　第三回目以降、視聴による講義が始まった。によ
る講義は、１４回の講座のうちの９回を占めた。毎回授業前
には、戸塚と東が打ち合わせを行い、授業の始まりに、東が
その授業の進行の枠組みを示した。以下が、授業進行の枠
組みである。
【授業の進行】
　資料配布や出欠確認　
　視聴のための留意点や何について聞き取る必要がある
のか、が示している“	

”を用いて、
講義内容の簡潔な概観を行う。加えて、同氏が講座内容
に関連して提示している“	

	”の確認
を行う。
　本編の視聴
　“	

	”に対する各自の考えを述べる、
ディスカッションする、あるいは課題として各々が考えをレ
ポ トーにまとめ、提出する。
　以上の授業においては、本学教員が適宜、受講者を
励まし、理解の困難な点に解説を加え（詳細は、５．参照）、
より深く理解できるように援助した。授業については、製
作者による２２を参照されたい。
　本講座は、の視聴を通しての講座が中心を成した
が、自身による３回の対面授業が含まれた。対面授
業と視聴による授業との大きな相違点は、授業者が学
生の様子から学習者の理解を推し量り、適宜説明を加えたこ
と、そして、学生に充分な質問の時間が与えられたことで
あった。詳しくは、授業者による２３を参照されたい。
　最後に、受講者の評価方法であるが、出席５０％、レポ トー
５０％と配分して総合的に評価した。出席レポ トーについて
は、講座開講中に英語または日本語で提出されたレポ トー数
回分を３０％とし、東が評価した。講座終了後、試験に代わ
る最終課題としてのレポ トーは、ハワイ大学に送信し、授業者
が評価（２０％）した。最終課題の出題に関しては、
と東が相談の上、以下の設問を課した。
【ハワイの観光開発　前期試験について】
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　授業者であり、製作者でもあるが、授業
について述べる。（原文のまま掲載し、末尾に要約を加えた。）
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　は、授業者が本講義の為に作成し、和歌山大学の講
義において視聴された。また学習者が復習するためのオン
ライン（学習支援）システムであるＬＭＳも開設された。予
算の都合上、の製作にあたっては、テクニカルスタッフ
の支援のもとに授業者が責任をもって製作したが、今後
の質をさらに高める必要がある。特に、音声面での質の向上
が必要である。これは、講義が英語でなされるという点にお
いて、また講義が聞きとり辛い等の問題を生じさせないため
にも重要なポイントである。
　授業のフォー マットに関して、何点か検討すべき点が
ある。
　授業者とパワーポイント資料の両方をその映像に含むべ
きか。この点は、概ね遠隔授業において標準的な技法に
なっているが、特にパワーポイントに写真やビデオを多用
する際には（本講義でもそういう場合があったが）、利点も
難点もある。さらに、このフォー マットでは、製作に時間を
要し、費用もかかり、ウェブ上に映像を載せるのに遅延を
生じる場合がある。
　映像は学生の前面で、ライブで講義されるべきか。ライ
ブ講義のセッティングでは、映像に、講義を聴いている学
生の顔の映像と学生参画の映像を含むことができ、これが
できれば、和歌山大学の学生にとって、より面白い映像に
できるだろう。しかし、この操作には、カメラを操作する人
員が必要であり、費用と時間を増すことになる。
　　コース開設の当初、映像のファイル・フォー マットとハワイ
から和歌山への送信に関して、何点か技術上の問題が
あったが、和歌山大学側のテクニカルスタッフが、授業者
をサポ トーし、迅速に技術上の問題は解決した。これは、
スタッフの熱心な取り組みと専門的知識によるものである。
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　授業者であるが、対面授業について振り返る。（原
文のまま掲載し、末尾に要約を加えた。）
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　一連の対面授業は、本講座に不可欠で、授業者自身の経
験から、受講学生の経験の質を高めるのに役立つと考える。
効果的な教育の原理の一つとして、学生は、教員と“関わっ
ている”と感じる時に、一層能力を発揮するとされている。す
なわち、教員が個 に々自分達を知っていると感じ、学生もマ
ンツーマンの関係でその教員を知っているという関わりである。
　また、前述の関わりによって、学生が講座において努力す
ることを“自身の事として捉える”ことができよう。つまり、知り
合いの誰か、できれば、信頼している誰かに評価される事を
する時、彼らは、自分のすべき事（勉強、試験の準備、論文
を書くこと等）を自分のこととして認識できる。同様に、講義
（間接的には、読書）を通して受け取る情報を自分のものとし
て認識できる。例えば、「リー ディングは難しい。でも、ウエ
ノ先生がそれをレビュ しーていて、この教材を私が分かって
いることが重要だと思っている。」という方が、「このリー ディン
グは難しくて、筆者が何を言おうとしているのかわからない」
というより、はるかによい。最初の事例では、学生はより頑張
ろうと動機付けられるだろう。このような理由で、対面授業
は、学生達に、一定の安心感と授業者への信頼を培うのに重
要である。和歌山大学の対面授業において、オーソリティと
 	

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してのみでなく、親しみやすくて信頼できる対象となるように
配慮した。特に、学生が充分に頑張れるように支援しょうと
思っていることが伝わるように心がけた。　
　一連の対面授業の後で実際に行なった、学生との気軽な
集まりを持つことも、学生達にとっては大変有効であると考え
た。多くの学生は、英語を使うことに躊躇いがあるが、学生
の質問は、真面目でよく考えられていた。また、気軽な集まり
は、講義の場合よりも、授業者が、学生と同じ目線で話す機
会ともなった。ただ残念であったのは、この気軽な会には、
少人数の学生しか参加できなかったことである。今後、この
ような機会があれば、全学生が参加可能なように、一連の対
面授業の間か、学生が他の活動と重複しない機会に実施す
るとよいだろう。
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　遠隔授業の開設と運用にあたっては、講義内容のみなら
ず、を活用した講義スタイルと技術的な問題も重要な構
成要素である。ここでは、まず３つの異なる講義スタイルに
ついて説明する。第一の授業スタイルは、テレビ会議システ
ムを利用したリアルタイム双方向通信授業である（図１）。
本遠隔授業の実施には、ポリコム社のテレビ会議システム
（以下、ポリコムとする）を用いた。ポリコムによりハワイ大学
のリアルタイムの映像・音声を教室既設のプロジェク
ターよりスクリー ンへ投影（画面中に子画面で和歌山大学側
の映像も表示する）し、事前に送られたパワーポイント資料は
別の大型液晶ディスプレイに表示する方法で、と和歌
山大学側の担当教員が共にインタラクティブに授業を行った。
　第二の授業スタイルは、視聴授業である（図２）。
あらかじめハワイ大学で収録されたの講義回分を
回の授業教材として使用した。教室のシステム構成として
は、大講義室にて既設のプロジェクターを使用し、大型スク
リー ンへ投影した。システム構成としては、既設のプロジェク
ター、スクリー ン、プレイヤー、スピーカー、ノー ト等
である。
　第三の授業スタイルは面接授業である（図３）。教室の
システム構成としては、特に特別なものは使用せず、中規模
講義室にて既設のプロジェクターにより、作成のパワー
ポイント資料を表示した。システム構成としては、既設のプロ
ジェクター、スクリー ン、スピーカー、ノー トである。
　以上、講義においては、３つの授業スタイルを展開した
が、さらに学生たちが授業中には理解しきれなかった部分を
自学自習が可能なウェブ環境も整えた。このためには、「い
つでも、どこでも、だれでも」が恩恵を受けることができるイン
ターフェース、環境、技術であるユビキタスな環境として、
［米国ブラックボ ドー社の］（図４）を導入し、毎
回のや資料などを公開し、学生の利用状況等も管
理した。本システムのコース作成にあたっては、システム工
学研究科一回生の田中観自さんの協力を得た。
	

　遠隔授業の実践を通じて、遠隔授業に求められる技術的
要素、並びに、３つの遠隔授業のスタイルについて比較を
行ったが、さらに授業効果を上げるために必要と考えられる
６つの技術的改善点について述べる。
　第一に、毎回ハワイ大学側とテレビ会議システムを接続し、
常に双方向通信が可能な状態を作ることである。このことに
より、一方向的な講義スタイルを常時双方向コミュニケーショ
ンが可能な環境に整えられる。
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教室設備システム構成
１．スライド資料表示液晶ディスプレイ
２．ポリコム（テレビ会議システム）
３．プロジェクター
４．の映像用スクリー ン
５．和歌山大学側教員
	

教室設備システム構成
１．	

２．和歌山大学側教員
３．技術サポ トー員
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　第二に、大講義室ではなく、中小規模教室へ変更すること
も必要であると考える。すなわち、スクリー ンと受講者との間
の実際の距離が縮まり、それにより臨場感を体感することが
できる。
　第三に、プロジェクター、もしくは大型液晶モニター既設の
２つのスクリー ンを活用できるようにすることである。これによ
り、大型スクリー ンによって、一方ではハワイ大学側の授業者
の映像、もう一方では、補助資料を同時に確認することがで
きる。
　第四に、授業毎ののコンテンツを短くし、いくつかのコ
ンテンツに分ける。こうすることによって、長く単調になりがち
な視聴環境を脱し、高い集中力を継続できる環境を整えるこ
とができる。
　第五の改善点として、教室の固定化及びテレビ会議シス
テムの常設である。今年度は、テレビ会議システムによる双
方向通信授業を行う教室が固定されておらず、その都度テ
レビ会議システムの搬入・設置・設定・運用・撤収が必要に
なった。技術支援側・授業運営側の煩雑な作業の簡略化の
為には改善が必要であろう。そうすることにより、より円滑に
遠隔講義が行える。
　最後に第六の改善点であるが、通信切断等に備え、保険
システムとして等のインターネット電話システムも同時
稼働させ、授業者の発言を即時にテキスト化し、テロップとし
て画面に表示するようにする。この体制により万が一のポリコ
ムの通信切断があってもカバーできるし、遠隔授業のリアルタ
イム性を強調し、さらに受講者の印象に残る授業を展開する
ことが可能となる。また、同時に学習者のやる気を喚起し、
集中力を継続させることができると予想される。最後にＩＣ
Ｔを活用した授業開発としても理想的な形で運用できること
も予想される。
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　授業者にとって、学生の理解度を正確に測ることは難しい
が、レポ トーはかなり見応えがあったと言える。一般に日本
人の学生に言えることだが、提出されたレポ トーは、学生達
の口頭での表現能力よりもレベルが高く、このことは問題とい
うよりは、学生達が英語の文字言語の方により習熟していると
いう事実を反映しているということである。和歌山大学が学
生の一層の英語力向上を目指すならば、そのための教材を
デザインすることが可能である。具体的には、語彙力の強化
が挙げられるが、特に「ハワイの観光開発」の授業において
使用される専門用語を学ぶようにデザインすることである。も
う一点は、授業へのフィー ドバックを可能にするもので、学生
が、授業者に対して、音声言語で質問をし、提出できる音声
ファイルのようなものも取り入れることである。そして、授業者
もまた、音声言語でそれに応じることができるのである。この
ようにすれば、学習者は、英語で話したり、聞いたりする実践
を積むことができるだろう。
　学生の態度については、彼らは常にフレンドリー で、礼儀
正しく、学ぶことに熱心であった。授業者の経験から言うと、
アメリカの学生とは異なり、日本の学生の場合には、良い学
習環境を維持することに、何ら問題がない。
　学生が提出した最終レポ トーは、本講座の理解の点で、
一定の基準を満たしていた。もちろん、時には、学生のレ
ポ トーの中で、何を言わんとしているのかを推測する必要も
あった。しかしながら、多くの学生が、主題について深く考
え、講義を通して得た知識に基づき、注意を払いながら、課
題に取り組んでいたことが見て取れた。

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　既に述べたように、本講座は初めての取り組みであったの
で、受講者の学習成果を把握するとともに、講座に対する学
習者の評価も把握する必要があると考えた。その方法とし
て、システム工学部松田憲幸准教授が開発したアンケ トー様
式を利用し、質問項目を東が考えた。また、適宜自由記述
による感想を求めた。以下、授業と対面授業における
学生の記述を引用し、受講者の学習成果の一端を検討する。
【授業（４月）】
「不安もたくさんあるけど、その分期待もたくさんあります」
「まだ耳が慣れていないため、聴くということがとても難しく感
じました。自分のボキャブラリー 不足にも反省しました」
「今日はハワイのことについて勉強して、英語をずっと聞きと
ることは集中力が必要で大変だったでもとてもおししろかっ
たのでまた楽しみ」
【授業（５月）】
「授業の回数をこなしてきたからか、理解できる英語の量が
増えてきました。次回からもこの調子で力をつけていきたい
です」
【授業（６月）】
「ハワイを訪れる日本人観光客は他と比べて滞在時間は短い
のに、より多くのお金を落としていくので、やはりハワイの観光
産業において日本は大きな意味を持つということを改めて理
解しました。グラフを英語で理解するのに少し戸惑いました」
　
　以上が４月から６月にかけて授業を受講した学習
者の感想を抜粋したものである。当初、英語のみで行なわ
れる授業への不安感を述べる学生が多かった。また英語の
みの授業を受講してみた結果、自身の英語の聞き取り能力に
関して、力を高める必要があると自己の英語スキルを振り返
る感想も多く見られた。そして、最も多く見受けられた感想
は、集中力の維持が大変であるという内容であった。５月
の感想では、聞き取れる実感が出てきた様子を述べる感想
が見られるようになった。さらに、６月には、講義内容に触れ
る感想が見られるようになった。個人差はあるものの、複数
の感想を通して、このような変化が観察され、次年度の講座
では、本観察を踏まえてのさらなる検証が必要であろうと考
えられた。
　
【対面授業より】
「先生の授業はとても面白かったです。なかなか自分から質
問出来なくて悔しかったです。普段から深く物事を考えられ
る習慣をつけたいです　ありがとうございます」
「授業と違って、ウエノ先生の表情が分かりやすくて、ど
んな感じの話をしているか雰囲気がつかみやすかったです」
「先生との質問タイムが楽しかったです。新発見がたくさん
あってもっとハワイについて知りたいと思いました」
「２回目の対面授業で、先生との親近感がわいてきました。
そのため授業も理解が上がったように思いました。後半も頑
張りたいと思います」
　
　視聴授業の感想から、受講者が集中力を維持するこ
との難しさが伺われたが、３回の対面授業についての感想
からは、スクリー ン上の映像でしかなかった授業者が、
受講者の面前にいることによる、学習者へのプラスの影響が
伺えた。まず、「面白い」「楽しい」等のことばが感想に散見さ
れた。このような感想から、２３において、対面授業の授業
者であるが述べているように、授業とは異なる、
対面授業でのインタラクティブな状況の下、言語と共に伝えら
れる話者の生の表情から、あるいは学習者が授業者に対し
て抱く親近感から、理解が促進されたことが推測されたと考
えられる。
　また授業の中の質問タイムでは、最初は質問を求められて
も躊躇していた学生達であったが、ある学生が口火を切る
と、次第に何人もの学生が、様 な々質問をするようになった。
対面授業ならではの生き生きとした教師と学習者の相互交流
が展開された。
　以上の２つの授業形態における感想を通して、学習者の
心理的な違いが観察され、学生の理解を一層高めるための
授業改善の方法を探ることができたといえる。具体的には、
３２で検討した改善点の一つである、テレビ会議システム等
を導入することにより、視聴授業が単なる一方向の退屈
な講義提供に終わらないための工夫と改善が必要とされよう。
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　「ハワイの観光開発」は、和歌山大学観光学部における初
の遠隔授業であった。受講者らは、全て英語で実施される
講義に対して不安を抱いていたが、殆どの学生が、好成績
で本科目を履修することができた。この要因について、和歌
山大学側の授業者による検討を加えたい。その結果として、
「４つの要因」を以下に述べる。
　さらに、次年度の講座開講にあたり、授業提供者である
と検討すべき課題が明らかになった。このことについ
ては、講座終了後の２００８年８月７日、が愛媛県を来
訪することがあり、多忙なスケジュールを調整する中で関係
者がミー ティングを持つことができた。以下に、討議を通じて
提出された課題と、現段階において考えられる改善方法を
各々３点挙げる。
　
【４つの要因】
　本講座がスタイルを中心としつつも、テレビ会議や
対面授業といったスタイルの異なる授業で構成され、受講
者のモチベーションがうまく引き出された。
 
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　では、ハワイの観光開発の事例が具体的に取り上げ
られ、そこにはハワイの風景や統計データが豊富に盛り込
まれ、視覚からも、英語で行われる講義の理解を促進した。
　の構成は、	

⇒本編⇒	

	
の３部構成となっていた。つまり受講者は何に
ついて学ぶのか全体を把握した上で、本編を視聴し、最
後に学んだことを題材にしてディスカッションを行った。さ
らに、ハワイの事例をいかに自らの暮らす地域のツーリズ
ムに応用するのかを考える等の機会も持つことができた。
この構成が、学習者の理解を深めることにつながった。
　授業者	
が日本の学生の英語力に関する十
分な理解を持ち、クリアーな英語により講義がすすめられ
た。
　【課題と改善方法】
　講義において、受講者は６０分から７０分間、英語
漬けの状況に身をおくことになったが、学習者の感想や授
業での様子から、英語を聞くことに集中力を持続すること
が困難であることがわかった。
　⇒トピックに従って、を１５分から２０分に再編し、
講義の合間にディスカッションや質疑応答等を盛り込
むことで、集中力の維持が可能になり、より授業が活性化
されると考えられる。またテレビ会議の回数を増やし、双
方向の対話を増やすことも集中力の維持につながるであろ
う。
　本講座の内容は、ハワイ大学における１０２レベルの授
業であった。１０２というのは、１０１と呼ばれる１回生の基礎
クラスに続くクラスである。本学の学生達は、英語による
１０１レベルの学習をスキップして１０２レベルの講座を受講
することとなった。本学部における観光関連科目による知
識の集積や、科目としての英語やエクステンションコース
における英語学習で養われた英語力が本講座受講者の
基礎力として活かされているものの、英語で観光に関する
専門用語や知識を導入しておく必要性も否めない。
　⇒補足的な学習の手段として利用できるような書籍の紹介
をする（参照：参考文献）。さらには、の授業「ハワ
イの観光開発」に準じた用語解説書等の共同開発も今後
取り組むべき点である。
　授業内容の理解の促進や授業者らとの相互交流を目的
として、システムを導入していたが、実際のところ、一
部の受講者を除いて利用頻度が低かった。
　⇒次年度は、初回授業のオリエンテーションにおいて、シ
ステム情報学センター等の施設を活用し、パソコンを使用
して具体的に本システムの活用方法を指導する。授業外
での自主学習を促進するため、システムへのアクセス回数
を最低限義務付けるような指導も考えられる。
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　本授業では、視覚的実例が多く示された。実際の映像・
写真が使われ、外国語で行われる授業の中での学習者たち
の理解を助けた。しかしながら、一方では、視覚的な情報が
多く与えられているにも関わらず、文化的背景の違いにより、
示されている例の捉え方において、授業者が教授しようと意
図するものと学習者の理解との間に	
（以下、
ギャップと呼ぶ）が生じることも多々見受けられた。ギャップ
を生じさせた主たる要因としては、以下の二点が考えられる。
　
　例として示される物を実際に見たことがない、接したこと
がない等の物理的な経験の欠落
　例として示される物に対して文化の違いにより生じる認
識の違い
　例えば、講義の中で幾度も繰り返されたアメリカの長寿テ
レビ番組“	
”の引用がある。この番組は
１９６８年から１９８０年まで続いたアメリカ・テレビ番組の中で最
長寿を誇る番組であり、一定の年齢以上のアメリカ人であれ
ば、それがテレビ番組であることを知らない人はほとんどい
ないと言っても過言ではないほどである。よって、“
”は、観光地ハワイの魅力を広くアメリカ国民に知らし
めた番組として、ハワイの観光開発の歴史において象徴的な
番組として引用されることが多い。
　アメリカではそのように知名度の高いテレビ番組であって
も、初めて“	
”が紹介された講義終了後に
行った確認では、“	
”という言葉を“音”とし
て聴き取った学習者は相当数いたものの、それがテレビ番組
であり、且つアメリカのテレビ史上最長寿の番組であったが
故に、ハワイの観光に大きく貢献し、憧れの訪問先として
のハワイのイメー ジ強化に多大なる影響を与えたと云うことま
でを、感覚的に捉え認識できた学生は皆無であった。
　また、“・”というハワイをイメー ジさせる
コピーの紹介においても、同様のギャップが懸念された。
“・”はハワイのイメー ジを象徴する表現と
して、古くから観光ポスターのコピーに、また、観光地ハワイ
のイメー ジ創りのコンセプトとして広く使われてきた。リズミカ
ルな抑揚と共にその言葉が響くと、ハワイに生まれ育った日
系３世である授業者の意識の中には、反射的に、「燦 と々輝
く太陽と、白い砂浜、明るいマリンブルーの海」が広がるに違
いない。そして、ハワイ大学において授業者の講義を受ける
学習者達も、授業者と同様にハワイに生まれ育ったか、或い
は、そこに暮らしており、彼等が“・”から
連想するものも、授業者のそれに近いものであると推察でき
る。
　ところが、今回、授業者の講義を日本で受講した学習者
 	
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の中には、実際にハワイを訪れたことのない者が多数おり、
初歩的な英単語である“”“”“”が言葉として
聴き取れてはいても、授業者が講義の中で使う表現を授業
者の意図するイメー ジとして把握・理解することは困難と思わ
れる場面が数多く見受けられた。以上のことから、観光学教
育の今後の課題として、文化的な違いや背景知識の違いに
より生じるギャップを事前に把握・確認し、そのギャップに対
するきめ細かい対応対策の確立が必要である。
　ケースの場合、その授業で使われる事例の中から、文
化的な違い、背景知識の違いにより理解が難しいと考えられ
るものについては、授業に先立ち、学習者に対して補足的資
料や説明を与えることで、授業内容の理解を大きく促すこと
ができると考えられる。
　また、ケースへは、以下のアプローチが考えられる。同
じ「太陽と砂と海」という言葉を聞いても、ハワイに生まれ
育った人の描く「燦 と々輝く太陽と白い砂と真っ青な海」のイ
メー ジとは違い、日本に生まれ日本海に面した北陸の街に
育った者には、「真冬の北風に舞う雪砂にどんより曇った太陽
と灰色の海」という日本の原風景としてのモノトー ンの美しい
イメー ジが先行する可能性があることに対する授業者の理解
を図り、その上で、教授者の意図する内容を日本の学習者に
理解・把握させる為に必要なアプローチを、こちらから積極的
に提案し、示してゆくことが不可欠である。
　この授業により、文化の違いから生じるギャップ（物事の
認識・受け止め方の違い）を検証し、その克服方法を模索す
ることは、海外から日本を訪れるインバウンドの観光客数増
加を図る戦略として観光庁が掲げる「憧れの地・日本」のイ
メー ジづくりの一端を担い、日本の魅力を外国人に効果的に
伝達する方法の確立に貢献することにもつながるのである。
更に、授業を通して学習者に文化的背景知識により生じる
ギャップの存在を実感させることも、この授業における一つの
目的として掲げ、その状況・事態を意図的・意識的に観光教
育に活用してゆくべきである。
　それは、単に「ギャップを埋める」ということではなく、文化
の違いによるギャップが人の意識の中にどう生じ何を引き起
こすのかという深みまで掘り下げ、その感覚を掴ませることに
より、外国語による遠隔授業に新しい側面と意義を与えること
が可能となる。つまり、観光教育としての外国語による遠隔
授業においては、観光分野への貢献はもちろん日本独自の
観光学確立への一歩を担うと云う意識の下、受け身を脱し、
より積極的な関わり方を模索することを提案する。
　
	

　本稿では、観光学部において初めての取り組みである遠
隔授業「ハワイの観光開発」の実際について可能な限り詳細
に記述し、授業者らがそれぞれに担った役割を遂行する中
で明らかになっていった課題を提示し、改善点を検討した。
この結果が、今後も開設されるであろう外国語による遠隔授
業の礎となると考える。
　学生達にとっては、ハワイ大学旅行産業経営学部教授の
講義を受けることにより、観光先進国の事例から多くの学びを
得、それを踏まえて、和歌山あるいは学生自身の出身地の
観光産業について考える機会となった。また外国から日本に
いる学生に向けて外国語で行われる遠隔授業において、言
葉の壁だけでなく文化の壁という問題が生じることを体験し、
言葉・文化の違いから生じる「ギャップ」が存在することを認
識できたであろう。将来、観光産業や観光研究等に携わっ
てゆく可能性の高い学生達にとって貴重な学びとなったであ
ろう。異なる文化背景を持つ多様な国の人 に々日本の文化
や伝統を始め、日本の魅力を伝える際に、外国語による遠隔
授業で培った経験を活かし、即戦力としての活躍が期待でき
よう。
　その成果は、２００９年２月１６日から３月１５日の一ヶ月に
渡り実施された第一回観光学部海外インターンシップ―ハワ
イ・プログラムにおいて既に顕著となった。研修参加者６名
中の３名は本科目の履修者であった。ハワイ研修には、
ら、ハワイ大学旅行産業経営学部教授陣による観光に
特化した英語の授業も実施された。参加者らは、「ハワイの
観光開発」で学んだことを本インタ ンーシップに活かし、期待
通り本科目履修の結果を前向きに反映する成果を報告してく
れた。
　最後に、和歌山大学観光学部における「外国語による遠
隔授業」を、我国の目指す「観光立国」、そして、観光庁の
掲げる「憧れの地・日本」のイメー ジ構築に寄与する形での
観光教育モデルとして育てる所存であることを記しておきた
い。

　本科目の開設にあたり、平成２０年４月１６日、琉球大学観光産業科
学部観光科学科の大島順子准教授を訪問し、遠隔授業およびテレビ
会議に関する多くの有効な情報を頂戴しました。記してお礼申し上
げます。
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を通した国際コミュニケーション教育推進プロジェクト
（２００８）「	
と国際コミュニケーション」　
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辻，義人；田島，貴裕；西岡，将晴；奥田，和重２００８『異なる背
景を持つ受講者の遠隔教育に対する評価観点の検討遠隔サイエ
ンス・コミュニケーションの実現に向けて』
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受付日　２００９年２月３日
受理日　２００９年３月２３日
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